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大販府醜摂地羅鰻測井灘アの地質単的考察

稲井懸雄蜘　　聡鞍憲鄭懸

1．緒　鷺
昭和39年慶特別研究費㌶よる産、叢用地下水（7開発保薫

等測関する鱒鍵研究の一部として，ソく阪府三、島i郡三溶講暫

において嚢施した深層未闘発水源蹴）調　研究は工1業綿水

浸、　指定地域もしくは地童或餐恥　弾治，ようとする地1戯こ

おいて，地下地質の状態，地下水の水理地質糊薄を試錐

によつて調査し，基礎的資料の収集，解析などの技術的

研究を行なつ。のξある、，

以下は深度蕊O　mの観測井灘アの地質蒙的考察を述

地質柱状図ならびに撒アサンプルにより，少なくとマも

26，3Gm寮では沖積層であろう．、ここでは，柱状図莚み

られる大部分がそうであン大阪櫻群の層準，とくにその

鍵1韓であるアズキ火江i拶導轡（乃｛立禮．、甥荏損轄づ→ることに努

る．、今嘱）観測井の澱アから1；重大阪層神建層は一つも

　　　　　　しオ蕊し次疑）プ糞猛、、㎏より，　…一・アザ鷲　　旧さ

寒鍵麟拠ならなくとも，これを組鎌せ，S駕醐む麟O笈1に

より／鶯輝茎力鍾絹らカ》となる、、壌席なオ．ち

ま）

削襲地質，2）海成粘土讐，3）火山茨屠，農）花

粉分析，　導）電戴検鷹

ズキ火山荻鞍深度を推定す護）と，鰯誉套の勾配ならば約

藝Om，3！sOならば約揺○撚であ鄭、　ごれは地層の走向

を南北，地1戯）傾斜を一定、二し糞拷合のことであ都．千

璽鶏から大阪衛．L晦台地薩斜構磁う三’），これは南ヘビ

　　　　　地麟4走鍔　背斜東翼ては醗北よりも

　　　　　　　　　　　霊擦こ地層の傾斜・様
とし　 も，その搬i定尋、⇔やべ著木a婿と予1轡さ講ミβ

「『自舶｛　‘ マ　　…7
　　蕉　　　勲ケ
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　　i　　讐韓“聯嵯島縢／
i　、　／罪駅い　
隣劇粘顎ン　

　　　鐡卜』1、』

方

帯

灘．幾陵濾質よ馨糠測井柱状麟灘懸準推建

　観測井は千勢聴陵¢）東購方約4k騰の地、鄭こある，

千塁出．編凌ほ大阪罵群の摸式地である．しかしこのよ？

な目的のため紅精査した縮尺の大きい地質図はない，既

存ぴ2万馨千分の嵐地質図紅よると，アズキ火揖次層ヲ1

千塁山慮陵東縁部にほぽ薦北走向，東ヘエ～ガの傾｝を

癒して露）れる，観測井工馨報告書調査地点位置籔の北

西部にその南端がみられ難、すなわち，甫場の北にアズ

キ火IU荻が西から東へ傾斜してきて地下へもぐ愚、また

七尾の北の屋根にのつている，またぐ〉D一一2（大阪帯39年

度試錐，さくら蹉）宮）で騨熱，鵯野試鎌（鐙鱒年地質

調査所）で鴛蓉勲であ謬、地質図で地層の勾配を求鍵）

る撫∀鋤～釧暮○である、こ勲により観測井におけ篭）ア

静大鰻験養　　務飯

照窟錦火学縫学離地質学鉱物掌教窺，癒質調蒼醗聖鐵

霧逢麟　　きく井地素、、

3．海威粘土腰

i大1籔／響群轍をまこ1オし婁三で8遷魔rφ蓄毎成騨菰U欝オ叢あるとさンれ・

』7μ塗　、ワ
駄　》　　　1．

（）置》臓　（大阪市3覇度試錐）でも少なくとも獅枚はある

らしいことがわかつた．

薗）　観測井精土謙アら7蟻成，非海成の識別を，最も簡

単な方法として，塩化バリウムにより行なつた．粘土を

1、翼溜水で泥水とレ，緯過，塩化バリウ函飽和液を入れ

慧惑犠沈殿の有無をみる、大阪層群の粘土では，極端に

風化した部分をのぞき，海成粘土からは硫酸根が検出さ

れ，淡水成粘土からは検出さ！礁い．さら椛珪藻化石を

しらべ1、ばより確タこな播が，それは行なつていない，

そo）結果，顕著な粘土麟であぞ遵憩難烹，欝馳珪，

醤○螢幽，捻獅ご蕪，30叡望吐絹近φものは，すべて海

4、隻…（憾紛
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地質調査所澱報（篤鴛 巻　第i3　疑｝〉

威謙誓出、をもつことがわかつた、

　アズキ火1上診ξは下から3枚嶽の海威1粘土層Ml晦には

さ襲れている．しか／－最近の、翫陵の研究ならび鱒OP或

によれば，下から4枚藏に入る。　（臓鱗と鱗糧との問

／硫枚発昆された。〉　レかし丘陵地の多くでは騒叛と

難魎間の粘土層は発見されないことが多い．

　上の鵯とから考えて，アズキ火山次／§驚こでは㈱工議

烹の・海成瀞ぞ．土か，それ。丈り下位のぞ鯵成漏霞土に奏1垂なうこと

は確実であ鵜．

　2）海成粘土贋の厚さをくらべでみ懲．い棄までしら

べた大阪暦群では8～§枚¢）海成灘土層間鐙厚趣1）比率

は次薪）ようであ恐ことがどこでも大体一敷す恐、，　（確実

に海成の部分のみでなく淡本成の部分も含まれる。）

難覆愚≒騒編＞嫉徽≒赫鞠＞騒翫さ≒鱗一敏．と難姦騙転罫臓亀＞赫馬

、と難雀態　　ご窮）肇鏡淡婆一井では陰

　深，壌鋒駕～撫7瓢（厚さ雛騰〉＞7雛．5～嚢蔭、難α7．暮m）

＞i藁濤，驚～欝墨，○（捻、8鰍）＞憩慕．護ハ磯欝．難（藝．三罵）＞2嚢7，0

～30藁．○（マ．○驚）＞雛7．○～黛雛．5（嬢．欝驚〉の瀬である．

　これを上の順になるべく多くが合うようにすオ！、ば次の

組合せ鑑なる。

　2窯鵬瓢醗編＞鷲．8燃淵駕痩鞍＞鷺，婁蹴照熱蕪藁＞＄．工照隣

氏慮態＞7，（｝鵬蹴難環鞍＞遥，繹m瓢M鞠

ここでは嫉翫破、柔うすいこと，M織と簸観が欠けてい恐

としたことにやや問題が残る、、

　また大阪層群の海成粘土暦闘銑）砂，淡水成粘土層など

の厚塔1感とくにMl鶴と翼《態賦〉1肇男が／享い，この、蝋は＿ヒの

結一果ぐ乱一一致劉する．

轟．火山灰腰

　蓋）1辮～難勲烹の下位から上へ①～⑪のサンプル

の⑦の底に臼色綱粒の頻、乱蕨（磨砂）が薄くみられ1難。

7ア中紅層としてなく壁／こ乱れ入つている．ゆえに厚さ

不明であるが，みられる限りでは卦畷£mで入恐。、

　鱒　瓢尋．鮮m付近，作業員の話によると掘さくしてい

廓感じでは下の磨砂は厚いように思うということであっ

た、羅ア採取隷できなかつたが次のように予想される．

　　　　　　　　　　由鷺滋火山荻墜奮撒》

　　　　　　　　　　4（｝α識　　ぞ沙蓋欝

　　　　　　　白蝕火山装潤（厚い、柔う〉

　3〉　s娼m付近，緯撃色火山荻あり，厚いという作業鍛

の予憩，

　以上難層準の火山欝。tいずれも白色，細粒で，ガラ．熟

，角閃石多く，斜方輝石をわずかもつ，，アズキ湘、鶏荻，

ヵスジ火山荻など特溺のものを窮）ぞき，大阪層群申の大

部分の火山灰はこれらと溝じ1生質である，、

よ

大阪屠群の火μ．吹でどこでもみいださ1れるものは次礁

．ン　嵐ぐ簸竃》薙

氏魔転の紅7葱聯配下　　5～撫嬬τ漁麟芦罫　　力．スリ火1 1鐵ミ

　　　この3伽隻下　3鵬屠！塁　（臭鵡製粒の）

臨の繊　約b蔚醐畑1炭（顎雌〉
鍬更織きなu

M臥の1す享下部　　　3導玄灘畿慧，犠1　　八駒池火しU茨

野》熱毒なL、

箆蛋鞠中上部　　　　3轍簾窯劇轡　　 山1舅火山灰

嫉麹と難慮恥なし

t〉翌鞠匡賦＿ヒ限

蓉惣三暮m酬ド

が雲（㍑鷺干内

群暮（｝勲一1ぐ

潔烈擁論干航

摩獣lm下両

3（）～70縣撫

工○ヘー・濤（）《鷺鷺

濤（｝へ・3（｝（鷺美、玉

亙～慕轍

欝〔｝ξ隷雛出

i（》ヘィ3（）轍職

どンク火1．．1．房薦

1　　≧ンク火1．1吹

イ麟緯一火i 柔房懸

疑ビンタ火i．1 吹

峯羅イ蕩鑓一火由：衆

自色火1、L鐙ゼ

今海成粘土と火1、1 吹φ関係から推測すれば

葱）　の火1〔1．1荻醸二八鍵鐸毒に

　の3）はピンク火山茨か

とイヱ欝一火i1、吹に相当す

ら下位，す職わち鋒罫2ピン♂ク

驚と考鴨え恐紛が妥当だろう，

5．驚粉分析

酒ヂト1閏一一／薫に鎗鰻謹）を鯵成粘葱翅鶉ズ7彗プーンプんを検定し

ぐもξ三）つてい轍これまでに篤進的にい払べた結果を列

s綴嚇擁番号

i．騰，○（）～瓢，○（賛，〉下から①一⑳σ．弓ち¢）⑥翫鎌，

　雛無鵜多い、「r獣竃畿少なし謙

譲．　i4ら．7（1～欝○．欝び）礁》露瓢格多い、、響獣響義も夢く

　楚零賦ミc獅t獣馨盆少なし、．

3．工獺．灘～鴛○，鎗の⑭丁麟解多い、難εし裏〔醸鎌欝

　　もあり，，

　　　　　　寧　　　　」．）（鎗　　 溜　　　　　　　麿

　　　鵬．灘～脳，灘φ⑨P祓鷺少ない、「夏勲欝あり、

　　　　　　寧　　　　⑤℃獣響暴，／夏触燃績就sも嚇舞1多㌔・6

　　186．鐙～欝．誕φ⑦翫嬢，Al）臨，丁噸轟，

　　至》＄戯雄礁s鷲翼轟多い。

　　　　　　摩　　　　②「r澱欝（大小型5暴餐）

　　瓢焦5？～黛2蓋．7亙の畷）盈ン媛無雛少ない蕪翌丹£総，ぞ獣嚇翫

　欝i鰍sあり雛

欝，　鱒8．奪○～3（）G．懸賦級鋤丁鎌礪轟あま毛｝勢くない、

　鐸難～藝（1μのづ、灘乏のも賦1） のみ，、

墨．

誉．

曝．

7，

8、

繋．

欝鷺薦＞A疑磁s＞至烈ラ（黙（？）景懇轍績磁脚鍵僅ン肇・にあ鯵，

藁魂一・（鴛驚）
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限界揚水量

7）温度分布
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　　　　　　　　　／　　グ　　劣　　弘
　　　！35潔

丁麺蝿）非平衡式盗基づく」鋼痴

の便法によつて解析した．

水位降下法の揚禽？60凱壽Pδ／慰

水位上詞怯の場合鶯o　　〃

帯水贋の厚さを約欝灘と仮定する

と約4．3×憩㎜糠堕ノ婁

ただし水温黎29（〕。

！，4綿が／戯y（静水位瓢，30璃

揚水水位2馨，惣瓢）

比湧繊量約3紛慧潮癒yノ燃

静止状態紅おけ蔦井戸内建）水楓の垂

直分布は，工事中にも測定されたが，

揚水停止後欝鎖経過したときび）測定

結果は第4図のようである．

　　　　　　第鷺嚢

　　　欝蕪

　　　R欝鷺

縫アルか芽度（癒嬢鶴とし《）

　　　　　　　　α㎜

　　　　　　　　蕪oε

　　　　　　　　賛パ

　　　　　　　　K÷

　　　　　　　　鷺バ

　　　　　　　　絨毯雛

　　　　　全硬度　（（厭糞（）暮）

　　　　　　　　全　鉄

　　　　　　　　灘鶏2畢

　　　　　　　　《〕○欝

静水位（井芦管頭から）変化図（難i然寵蘇から毎鶏暮鱒のゴ爵をゾ騨ツトした）

韓）　深　度　3藝伽鷺

唾）ストレーナ　3欝，5§一3熱．鷺灘（材質鵬丁250

　　　　　　　A，開孔髄積欝．鵜駕）

§）土質試験第蓋嚢のとおりである．

§）揚水試験

水質分析結果
　　慈，馨

　　？。4

綴、i糊m

　　　　3，慧　〃

　　　熱，5　〃

　　　　呂，暮　〃

　　　　3．悲　〃

　　　蕪．£　ガ

　　　　7．慧　摩

　　　総，む　〃

　　　　○．07〃

　　　　○、綴寧

　　　　／，捻か

（19馨4年§薄s醐　採水》

8）水　　　質　揚水した本の分析結果は，

　　　　　　第2表のとおりである．な

　　　　　　おこれは本所化学諜池類喜

　　　　　　代瀞の分斬駕かかるもので

　　　　　　ある、

蓼）　地下水位観測　この井戸は，地下水位

　　　　　　　観測用のものであつて，

　　　　　　　昭和39年蓋璃i鰯以降フ

　　　　　　　諜一熟型～週聞巻自記水

　　　　　　　位討によつて観測されて

　　　　　　　いる。第難図は約慕ヵ月

　　　　　　　分の水位変動を漁したも

　　　　　　　のである。

　　　　　　　　（地質部　村下敏央説）

　　　　　　　　　　（昭和鵜年7月稿）

薮一（i驚）




